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1．はじめに

1）「余暇」への注目
　近年，特別支援教育や発達支援の分野では，自閉ス
ペクトラム症（Autism Spectrum Disorder：ASD）を
はじめとする発達障害のある人たちの「生活の質」
（Quality of Life：QOL）や精神的健康に焦点を当てた
支援が重要視されている（加藤，2021）．しかし，
ASDのある子どもや若者の支援においては，学校や
職場，家庭生活の場で起きている問題への解決が優先
されてしまい，余暇というテーマは後回しにされがち
である（日戸，2009）という指摘もあり，「余暇」の
重要性にはあまり注目されていないのではないかと思
われる．そのため，本稿では「余暇」を支援における
重要な視点と位置づけ，その意義について論じたい．
　中山（2004）は，余暇を「広い意味で，その人の
日常生活の不可欠な要素として『家庭生活』『学校・
職業生活』と同等の生活領域の 1つ」であり「その人

の毎日の生活に遭って，個人の興味や関心に基づいて，
自由に趣味を楽しんだり社会参加を行なう活動とその
場面」と定義している．また，加藤（2021）は「そ
の人自身が自由に裁量できて，自発的に参加ができ，
『自由』や『楽しみ』があり，この過程全体を通して
本人の生活を豊かにすることにつながること，それが
余暇・余暇活動としては必要不可欠の条件とな」り，「余
暇活動の目的とは日々の生活の隙間を埋めることでは
なく，社会参加や自己実現である」と述べている．こ
のように，余暇とは自主的な社会参加や自己実現を促
す可能性をもっており，肯定的かつ積極的に捉えられ
るべきものであると言える．
　また一般的に，人は特段の事情がなければ，学齢期
を終えれば生きていくうえで少なからず「労働」する
ことが志向される．それは労働に従事し，その対価を
得ることを通して，人は自立的な生活を得ることがで
きると考えられているからであり，そこには経済的な
生活の安定という側面だけでなく，社会への貢献及び
自己実現といった意味合いもある．ただし，「働く」
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ということは，少なからず「誰かのニーズに応える」
とともに「誰かに合わせる」ことであり，調整の過程
で多少我慢したり無理をしたりすることも必要にな
る．そうして生まれる疲労やストレスを緩和・解消す
るために，「余暇」が必要になる．つまり，余暇はそ
うした「労働との相対関係」として考えることが重要
であると思われる．また，就学期までは「働く」とい
うことは義務ではないが，その分「学ぶ」ことが求め
られ，学ぶことは仕事とほぼ同義で語られることも多
い．つまり，まずは努力して学ぶ時間（具体的には学
校に通って授業を受けることなど）への従事が求めら
れ，その努力を効果的かつ継続的に促す手段として「余
暇」があると考えられる．とりわけ，他者と合わせる
ことに困難を抱えがちな発達障害特性のある人達に
とって，「余暇」の意義は大きいと言えるのではない
だろうか．

2）「余暇の過ごし方」について
　一方，誰かと一緒に過ごすということに困難を示し
がちなのも発達障害のある人たちの特性の一つであ
る．社会参加という意味では何らかの集団に属してい
くことになるが，強制されない余暇の時間は無理して
誰かと一緒にいることなく，一人でゆっくりと過ごす
ことも有用である．この「一人でいる」ということも，
「誰かと（多少無理をしてでも）一緒に過ごしている」
状況と対比して考える必要がある．ずっと一人でいる
ことは，むしろ不安や孤立感を高めるし，もしくは，
それまであまりに無理しすぎたことの反動によって一
人で過ごさざるを得ない状況に陥るということもあ
る．つまり，一人でリラックスしていられるというこ
とは「誰かと（多少無理をしてでも）一緒にいる」こ
ととうまくバランスをとりながら，自分の生活に位置
づけられることが重要である．発達障害，とりわけ自
閉スペクトラム症の傾向がある子や人だからといっ
て，決してずっと一人でいることを望んでいるわけで
はない．誰もが誰かと関わり，認められたいことを，
筆者は彼らとの関わりの経験から学んでいる．大事な
のは，彼らの表現の仕方への理解とバランスのあり方
であり，余暇はあくまで「やるべきこと」や「誰かと
一緒にいること」との相対的関係の中で検討されるべ
きであろうと思われる．また，これはそれぞれ何時間
ずつ配分されればよいかといった量的な問題でもな
く，それぞれの時間が当事者にとってどのような意味
をもっているか，といった質的な要素に注目する必要
がある．つまり，当事者の関心や生活全般を見渡し，「そ
の人がその人らしくいる」ために何が必要なのかを考
えるなかで，余暇のあり方を検討する必要があると思
われる．

3）「余暇活動」と「所属感」との兼ね合い
　さらに，もう一つ重要と思われるのは，今・そして
将来の社会への「所属できている（できそうだという）
ことへの安心感」である．余暇を安心して過ごすこと
には，現在の課せられた課題への取り組みの状況，そ
してその後の未来を自分がどのように過ごせればよい
かといった具体的な将来展望がどれだけイメージでき
ているか，またどの程度現実的にその見通しが立って
いる（保障されている）か，といった点も影響すると
思われる．例えば，職場での立場が危うくなっていた
り学校への出席日数が足りなくなり卒業が危ぶまれる
状況であれば，手放しに息抜きをするどころではなく，
余暇の時間や過ごし方はおそらくホッと一息つけるよ
うなものとはなりづらいだろう．また，今の所属先の
在籍期間が終わりに近づいているのに次の進路が決
まっていなければ，心の底から安心して余暇を過ごす
ことはできないであろう．
　人はどこかの集団に所属できていることの認識，そ
して所属先における他者からの肯定的評価により，自
分らしさについても肯定感が得られやすくなると思わ
れる．すなわち，所属感が得られ将来への展望がもて
ることは，余暇を穏やかにであったり建設的なものと
して安心して過ごすための重要な要素であろう．そし
て，所属感を得るためにも所属先から要請され対応す
る必要のある課題へ向き合うことが求められる．こう
した「所属感」を得るための努力や活動と「余暇活動」
は相互作用的なサイクルであり，そこには，他者から
の承認や適切な理解と支援が重要な要素であろうと考
えられる．

4）余暇体験に注目した心理的支援
　さて，ここまで余暇の捉え方について筆者なりの考
えを述べてきたが，発達特性の強い子や人にとって改
めて留意しておくべきは「他者と適度に一緒に楽しむ
ことが難しい」という点である．彼らは，誰かと一緒
には過ごしたくても，いざそうするとうまくいかない
ことで，結果的に一人でいることを選んでしまうこと
が多いのではないかと思われる．こうしてみると，一
人でいることはネガティブな自己評価を生みがちであ
る．しかし，「余暇」という視点からみれば，一人で
過ごすことはむしろ「なすべきこと」に向き合うエネ
ルギーを蓄えるために有効な時間であり，その機会を
十分に楽しめることが重要なのである．むしろ，自分
の裁量で自由に余暇時間を過ごすことができた方がよ
いのである．もちろん，支援者のサポートがあるグルー
プなどで，他者とともに過ごすことを楽しめる機会が
あれば望ましいが，いつまでもその支援を受け続ける
ことができるとは限らない．いずれは自分で自分の余



175発達障害への心理的支援

暇時間をうまく活用していくことが必要である．そう
いう意味で，「一人での余暇を楽しむ」ということが
自分の中に肯定的に位置づけられていくことは，彼ら
が自立的な生活を送っていくためにも非常に重要であ
る．一人で過ごすことがそのように受け止められるよ
う援助することも，支援者に求められる役割ではない
だろうか．
　筆者はこれまで，発達特性がありカウンセリングを
利用する青少年たちに話を聴かせて頂いてきた．その
中で，上述の観点から「一人でリラックスして過ごす」
ことが彼らの生活にどのように位置づけられれば良い
かについて，考えさせられる機会が多くあった．以下
では，4件の相談事例の経過と事例についてのカウン
セラーの所感を示し，その意味について改めて考えた
い．なお，事例については個人の特定を避けるため，
趣意を損なわない程度に加工した．

2．中学生～大学生の相談事例から

1）ゲーム好きを表明できるようになった中学生 A
＜事例の経過＞
　中学 2年生の Aは，保護者から集中力のなさや学
習面の遅れを心配されてスクールカウンセリングにつ
ながった．学習面だけでなく，他のきょうだいと比べ
て指示が通らない，1人でできないことが多いとのこ
とであった．また，加配の教師をつけてもらっている
ことについて，本人の認識が気になっているようで
あった．カウンセラーとの初対面では，Aはとてもお
どおどしており，怒られるのではないかと身を固くし
ていた．そのため，カウンセラーは努めて受容的な態
度で Aの関心のあることについて尋ねていくと，徐々
に Aの緊張はほぐれ，Aは遠慮がちにゲームをした
り釣りをしたりすることが好きだと語った．カウンセ
ラーはそれについても積極的に聴いたうえで，Aの学
習の状況について尋ねた．すると，Aは「集中が続か
ない」といった学習面についての困り感を抱えている
ことを認め，それを語った．また，理科の実験などは
好き，といった得意分野についても教えてくれた．そ
して，加配の先生がついていることについて周りの目
は気になるが勉強がわかるようになるので助かっても
いる，と語った．面接終了後，担任教師に Aの不注
意傾向と興味のムラがあること，一方で他者の支援を
受けることのメリットを感じることもできているた
め，できるだけの個別的支援とともに得意科目で自信
をつけてもらえるよう要請した．
　継続的に面談を行なっていったところ，Aは回を重
ねるたびに楽しそうに話すようになり，特にゲームの
得意さについて嬉しそうに語るようになった．ゲーム

を介して友達との関係も良好に築けている側面があ
り，有用感を得られているようだった．その後，学習
面は多少波があるものの遅れは徐々に目立たなくな
り，保護者からも Aへの対応に困ることは減ったと
のことであった．

＜カウンセラーの所感＞
　Aは不注意傾向や興味のムラによって自立的に学習
を進めていくことに困難があり，それに対して周囲か
らは単なる努力不足という否定的評価がなされ続け，
自信をなくしていたと考えられた．そのため，カウン
セラーは努めて受容的・肯定的な態度で臨み，Aの興
味に関心を示しながら学習面の困り感を探った．また
おそらく，当初 Aはゲーム自体「悪いこと」と捉え
ており，それを肯定されたことで安心感を得られたの
ではないかと考えられた．得意なゲームによるストレ
スの発散と良好な友人関係を適度に体験しながら，教
師による支援を受けつつ苦手な学習に向き合うスタイ
ルが形成されていったのではないかと推察された．

2）霊へのとらわれから脱した高校生 B
＜事例の経過＞
　Bは幼少期に ASDの診断を受けており，クラスで
は友人関係はあったものの，他の多くの生徒となじむ
ことができていなかった．Bは高校 3年生になり，工
学系の大学への進学は希望していたが，その先何をし
たいかがはっきりしておらず，「将来について相談し
たい」とスクールカウンセラーへ相談を希望した．B
は授業中も騒がしくする他生徒への不満を述べるとと
もに，ある時幽霊について特集したテレビ番組を観て
「自分が霊に憑りつかれたらどうなってしまうのか」
ということが気になるようになり，勉強に集中できな
くなっているとも語った．カウンセラーはそのことに
ついて関心を向けてより詳しく聴くと，Bは憑りつか
れることが怖いのではなく，まずそのようなことが現
実的に起こるのかどうか，そして本当に起こった場合
に自分の意識状態はどうなるのかが純粋に気になる，
と語った．カウンセラーはそれを確認したうえで，心
理学的にはそのような現象はありうると Bの不安に
理解を示し，＜ Bの興味のある専門分野の視点から
も調べてみたら面白いかもしれない＞と伝えた．次に
会った際には，Bは時間を見つけて自分なりにも調べ
ており，霊が気になることは減って，勉強に集中でき
るようになったと語った．カウンセラーはひとまず安
心したものの，学校での様子については関係する教師
に Bの特性と学校生活や進路に対して不安を抱えて
いることを伝えて見守りを依頼し，できるだけ面接を
継続することとした．
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　その後の Bの相談内容は主に休日の過ごし方や進
路に関するものが主になっていき，模擬試験の評定に
基づいた志望校の選定について一緒に考えたり，進学
後の大学生生活についてイメージを共有した．特に進
学後の生活について不安を感じていたため，面接のな
かで具体的に一人暮らしの生活について起こりうるこ
とを想定して話をしたところ，Bは休日に料理の練習
をしたりして自分でも試してみているようであった．
受験前になると Bは周囲との緊張感の温度差からイ
ライラすることが目立ち始めたため，カウンセラーか
らは多少学校を休んででも無理して合わせる必要はな
いことを助言した．これについては担当教師にも少々
休んでも問題ないことを確認し，Bは自分のペースを
確保しつつ受験勉強を続けた．Bは志望校に合格する
ことができた．ただ，進学後の生活についてはまだ不
安要素を口にしたため，大学でも相談できる場所があ
ることを教え，卒業間際の面接終了時には大学の相談
機関への紹介状を渡して送り出した．

＜カウンセラーの所感＞
　ASDの診断歴のある Bの霊へのとらわれは，当初
妄想の一種である可能性も考えられたため，本人の認
識について詳細に聞き取りを行なった．その結果，B
は現実吟味ができていることが確認できたとともに，
霊へのとらわれは学校不適応や将来への不安の一つの
表れと考えられた．そのため，カウンセラーは積極的
に霊の存在を肯定したうえで，Bの興味のある進路に
もつながる可能性を示唆した．これにより，Bは被受
容感を得るとともに自分でも調べるという活動を通し
て，とらわれから脱することができたと考えられた．
その後の Bは進学先決定まで不安を抱えつつも，主
として進路という具体的展望について相談を続けなが
ら，関連して大学生生活を想定して日常生活の過ごし
方をイメージし，休日に練習をするなどして過ごした．
受験前の不安については「学校を休んででもペースを
整えること」を後押したことで，大きな失敗を回避し
卒業に至ったものと考えられた．

3）一人で過ごす自分を受け容れていった大学生 C
＜事例の経過＞
　Cは 3年生になり自発的に学生相談室を訪れた．受
付時の相談内容に「進路」を挙げつつ，独特の語り口
で「対人関係もなんだろうけど…」とブツブツと語り，
続けて「人と世間話の仕方がわからない」「臨機応変
に対応できない」と対人関係上の困り感を述べた．そ
のため，カウンセラーは会話の練習をしながら進路に
ついても考えていくということで継続的に面談を行
なった．Cは，休みの日に電車に乗ったり旅行したり

することが趣味であったが，「大学生の楽しみといえ
ばカラオケなどだが，自分は行ったことがない」と語
り，自分の趣味は寂しいものだと嘆いた．カウンセラー
は Cの抱える寂しさに共感しつつ，一方で趣味を持
てていることの大事さを伝え，その内容を詳しく聴き
続けた．また，時には Cが行った場所にカウンセラー
も後日行ってみたことを伝えると，Cはとても喜んだ．
Cは徐々に率先して旅の話をしたり写真を見せなが
ら，嬉しそうに語ってくれるようになった．
　就職活動の時期には Cは大きな不安と自信のなさ
を抱えていたが，面接のための移動の際に乗ってみた
かったタイプの電車に乗れることや，旅行としての意
味もあることなどを励みに，努力を続けた．また C
は配属先の研究室での学業や人間関係への不安を抱え
ていたため，カウンセラーは Cの指導教員と連携し
ながら支援を続けた．Cは同級生と協同して研究課題
に取り組むことが難しかったが，理解のある指導教員
が Cに的確な役割を与え，研究室内で浮いてしまう
ことは少なかったようだった．卒業研究は他の学生と
共同で取り組む形式であったが，うまく役割を分担し
無事に仕上げることができた．そうした時期の最中も，
面接での Cは自分の趣味について楽しそうに語るこ
とに多くの時間を費やした．
　Cは卒業までに就職先を決めることはできなかった
が，最後の面接でカウンセラーに感謝を述べ，カウン
セラーからは，通い続けてくれたこと，Cの興味をた
くさん聴けて多くの時間を共有できたことへの感謝を
伝えた．Cは，地元での就職を目指して帰省していっ
た．

＜カウンセラーの所感＞
　Cは当初から余暇時間を有意義に過ごす趣味をもっ
ていたが，どれも一人で行なうことであるため，その
ことを肯定的に捉えられていなかった．そのため，カ
ウンセラーはその趣味の面白さを共有し，支持するこ
とを心掛けた．それにより，徐々に Cは一人で過ご
したことも楽しく報告できるようになり，向き合うこ
とが困難な就職活動という現実的課題にも趣味を重ね
て取り組むことができたと考えられた．他者と時間を
共有することを望みつつもそれが難しい状況にあった
Cであったが，他者と無理をしてでも一緒にいること
を模索するよりも，自分なりに趣味を楽しみながらな
すべき課題に取り組んでいくという形で，自分のあり
方を受容していったのではないかと推察された．また，
指導教員がＣに対して理解があり，研究室での過ごし
方や課題への取り組みについて目立ったトラブルが起
こらなかったことで，Ｃは強い不適応感を感じること
なく卒業までたどり着くことができたと考えられた．
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4）小説の執筆により思いを昇華した大学生 D
＜事例の経過＞
　Dは入学後すぐに学生相談室を訪ねてきて，「進路
が不安」「昔いじめてきた同級生のことが忘れられな
い」などと矢継ぎ早に語り，これからの学生生活への
不安とともに過去のトラウマを訴えた．Dは幼少期に
発達障害の診断を受けたとも語ったが，そのせいで自
分は馬鹿にされたと言い，周囲の理解が適切に得られ
てこなかったことが窺えた．継続的に相談を受けるこ
とを約束し定期的に面接を続けたが，Dからはその後
も繰り返し高校時代のいじめについての訴えが続き，
時には自分の好きな漫画の設定やキャラクターになぞ
らえてその相手を叩きのめすという想像を語り，被害
体験を昇華しようとしていた．カウンセラーは一貫し
てそのつらかった思いに共感を示しつつ，今の学修状
況など現実的な課題の達成状況など確認し，Dができ
ていることは褒めながら，心配な点については適宜具
体的なアドバイスをするなどして支援を続けた．衝動
的な言動と対人距離の取り方の難しさのため，同級生
からはやや距離を置かれているようであったが，所属
したゲームサークルでは，他の学生とある程度対等に
関係を築けているようでもあり，そのことは面接で嬉
しそうに語った．Dの振る舞いは他の教職員の間でも
話題になっており，カウンセラーは必要に応じて適宜
Dへの理解と支援についてコンサルテーションを行
なった．
　Dは何とか単位を修得して進級していき 4年生にな
り，就職活動や卒業研究への取り組みが始まった．そ
れと同時に，Dは突然「いじめてきた相手のことを小
説に書こうと思う」と語った．ストーリーは自分で自
由に決められることから，当初は「相手に仕返しをす
る」といった趣旨だったが，Dはカウンセラーに話を
するたびに試行錯誤を重ね，徐々に D自ら「相手を
それなりにうまくかわす」「うまくたしなめ，相手に
しない」という趣旨に内容を変えていった．指導教員
の支援も得られてそれなりに卒業研究の完成が見通
せ，就職も一般企業への内定が得られた．卒業間際の
面接終盤，カウンセラーから Dの小説の趣旨の変遷
について感動の思いとともに＜執筆を通して嫌な過去
から抜け出せるということを Dに教えてもらった＞
と伝えると，Dは素直に喜びを示し，「自分でも成長
できたと思う」と語った．

＜カウンセラーの所感＞
　Dはその特性の強さから高校時代同級生にひどくか
らかわれ，相手への強い恨みを抱くとともに自尊感情
を大きく傷つけられていた．そして，大学適応への不
安も強かった．そのため，カウンセラーは Dの思い

の受け止めを重視しつつ，一方で大学生活においても
同様の体験を繰り返さないために，Dの他者との距離
の取り方や関わり方で気になる際には，Dが傷つかな
いように状況の客観的理解を伝えるなどして，現実的
対応のフォローを続けた．また，教職員によっては D
の振る舞いを快く思わないこともあり，理解と支援へ
の協力を得ることが必要であった．Dは 4年生になり，
卒業や進路決定の課題に向き合うのと同時に，自らい
じめ被害の記憶を整理する作業を始めた．小説の構想
や執筆の作業体験が，現実的課題へ向き合うことを後
押し，また現実的課題の達成が小説の内容を変化させ
た．こうした内的体験のプロセスにより，Dの小説の
内容はただ仕返して昇華するのではなく「うまくかわ
す（相手にしない）」という，向社会的で自分にとっ
ても受け容れられやすい形に変化し，いじめられ体験
へのとらわれに区切りをつけることにつながったもの
と考えられた．

　　 3．事例にみる “余暇体験の肯定と共有 ” 　　
という支援

　本論文では中学生から大学生までの発達段階の異な
る 4事例を提供したが，事例 A～ Dに共通して，彼
らは発達的特性の強さを背景にもち，学習面や対人関
係面で不適応感を抱いていた．現実場面で不適応を感
じていると，余暇時間の過ごし方そのものを肯定的に
意味づけること自体が難しいのではないかと思われ
る．事例 Aはゲームをおそらく「悪いこと」と捉え
ており，趣味であることを遠慮がちに語った．また事
例 Bの霊へのとらわれは，不安と自己不全感による
現実生活からの回避と考えられた．また，事例 Cは
余暇活動が「誰かと共有できていない」ことへの寂し
さをもたらすものとなっており，事例 Dは小説執筆
への没頭が一見現実的課題からの逃避とも受け取られ
かねないものであった．しかし，彼らの余暇活動への
取り組みは，日常生活の適応感を探る契機となるもの
であり，またそれぞれの直面する課題を克服するため
の自己対峙を後押しするものとなりうる可能性を秘め
ていた．そのため，本人の興味関心を掘り下げ，そこ
から派生する余暇の過ごし方を積極的に肯定し，また
内容を聴かせてもらい共有することで，余暇を過ごす
ことの意味を変容させることにつながったと考えられ
た．さらにこのことは，余暇の体験やひいては自己理
解を肯定的に変容させることにもつながったものと考
えられた．それにより，彼らは安心して余暇を過ごせ
るようになり，余暇体験が現実的課題に取り組んでい
くためのエネルギーの充填として寄与したのではない
かと考えられた．
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　さらに，事例 Cのように，一人で過ごさざるを得
ないことを当初はネガティブに捉えていても，その体
験を語ってもらい共有する場を設けることで，Cは 1
人ではないという思いを持つことができるようになっ
たのではないかと考えられた．それにより，結果的に
Cは，一人で余暇時間を過ごすことに肯定的になれた
のではないだろうか．畑野（2010）はアイデンティティ
とは他者との関係性の中で形成される自信であると述
べており，また黒山（2017）は，援助者が理解者と
なれることでクライエントのアイデンティティの確立
に寄与することができるのではないかと述べている．
つまり，Cの余暇体験を肯定し共有することは，Cの
アイデンティティの形成を支える意義もあったのでは
ないかと考えられる．またそれは，他の事例において
も同様の意義が見出せるのではないかと考えられる．
一見回避的と思われる余暇活動において「自分らしく
過ごせている」ことへの肯定を得ながら，「適度に現
実的な課題に向き合う」ということが，クライエント
を現実適応に促すきっかけとなるのではないだろう
か．
　一方，こうしたプロセスは，余暇体験への注目をナ
ラティブ・アプローチ（野口，2002）の観点からと
らえることも可能であろう．彼らの余暇に対しての語
りを物語としてとらえ，新しい物語として再構成して
いくことが，「問題を解決せずに解消する」ことに寄
与するとも言える．余暇におけるそれぞれの取り組み
をじっくりと聴き，その肯定的意義に目を向けていく
援助は有効ではないかと考えられる．
　ところで，発達障害のある子どもは現実と遊離した
独自な空想（ファンタジー）の世界に入り込み，その
結果，他者との関わりが途絶して日常の生活にさまざ
まな支障をきたす（神園ら，2011など）ことが指摘
されている．このファンタジーは適応において両義的
であり，彼らの余暇活動との関連を意識しておくこと
が必要ではないかと考える．事例 Bの霊へのとらわ
れはある種のファンタジー（こだわり）であったとも
考えられ，事例 Dの小説の執筆もある種のファンタ
ジーを具体化させた行動であったと考えることもでき
る．発達障害のファンタジーは他者との交流における
不安や不快といった心的状態を払拭し，脆弱な自我を
防衛するための手段として用いられている（神園ら，
2011）という指摘があり，そうした体験を否定せず受
容するという態度は，援助者にとって必要なかかわり
であると言えるだろう．また，そうした態度がファン
タジーを肯定し，それと関連しうる余暇活動にも肯定
的な影響をもたらすのではないかと考えられる．本人
の自我が脅かされるようなものでないのであれば（こ
の点についてのアセスメントは必要と思われるもの

の），彼らの抱くファンタジーにはむしろ適応のため
の肯定的な作用をもたらすものとして理解を示すこと
が有意義であるといえる．
　また，発達障害特性のあるクライエントを支える上
で関係者の理解と支援は必須である．すべての提示事
例において，状況に応じて担当教師との連携があり，
いずれもコンサルテーションを素直に受け入れて対応
して頂けたことが，クライエントの適応を下支えした
と思われる．事例Aでは，学習の困り感を個別的にフォ
ローしてもらい，事例 Bでは，特性の理解のうえで
の見守りや出席日数の確認のうえでの欠席の容認を得
た．事例 C，Dではそれぞれ指導教員から研究室での
密な人間関係に配慮を得て，自分なりの役割を果たせ
るよう支援をして頂いた．カウンセラーは日常的にク
ライエントを支援できるわけではないため，彼らと日
常的にかかわる協力者からの理解がなければ，クライ
エントは自分の努力だけで所属する集団に適応してい
くことは難しかったであろう．また教師たちや周囲の
関係者による日常的なフォローがあったからこそ，カ
ウンセリングという非日常場面で余暇活動を肯定され
るという体験が生きたのではないかと思われる．本人
だけでなく周囲の関係者にとっても，一見回避的と思
われる余暇活動に主体的・積極的かつ適応的な意味が
あるということを理解してもらい，尊重してもらうこ
とは重要であろう．
　さらに，事例 B～ Dのように，次の進路について
の見通しが得られない状況のなかでは，余暇をどのよ
うに位置づけ過ごすかがその後の動向に大きく影響し
たのではないかと思われる．例えば，事例 Bでは大
学進学への不安について実際の生活をイメージして料
理の練習を入れてみたりすることが受験のための学習
へのモチベーションにつながったのではないかと推測
されるし，事例 Cでは就職活動のつらさを趣味の鉄
道旅行と連動させることでなんとか継続して取り組む
ことができたと思われた．また事例 Dにおいても，
小説の執筆という活動に取り組むことで卒業研究や就
職活動に向き合い続けることができたのではないかと
思われる．特に Dは，小説執筆の試行錯誤を通して
いじめられ体験を克服することができた．これは就職
の目途が立ったことで「自分は社会に必要とされてい
る」感覚を得られ，またおそらく研究室での周囲から
の肯定的評価や対等な関係の体験，そして卒業の見通
しが得られたことも影響しているものと考えられる．
進路についてはそれぞれ希望通りの結果が得られると
は限らないが，少なくとも今所属している場所におい
て適度に肯定的な余暇体験を得ながら，取り組むべき
課題に精一杯向き合い，何らかの達成感を得ることで，
「満足な自分」というものに近づくことができるので
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はないだろうか．そして，そうして形成された自己感
が将来の自分についての肯定的なイメージの形成にも
寄与するのではないだろうか．
　以上より，当事者の余暇体験を肯定し，共有すると
いう心理的支援は，本人の「よりよく生きたい」とい
う気持ちを直接的・間接的に支えることができ，心理
的課題の解決や精神面における QOLの向上をもたら
しうるのではないかと考えられた．

4．おわりに―一人ひとりに寄り添った支援を―

　筆者は，彼らが自分らしく過ごすためには，何をさ
せれば・与えればよいというのではなく，あくまで彼
ら自身の関心に寄り添い，その関心や体験を共有する
ことから始まるのではないかと考える．もちろん本人
に全くアイデアが浮かばない場合は選択肢を提示して
もよいが，基本的に本人の関心は本人のなかにある．
現実的課題や将来への不安に寄り添いながら，関心を
引き出し，支持する姿勢が求められると考える．そし
て，彼らが余暇を一人でも楽しめるということは，生
きるための課題に立ち向かうエネルギーを育むことに
つながるということを信じて，寄り添いのまなざしを
向け続けることが，彼らへの心理的援助の一助となる
のではないかと考える．
　なお，本論考は黒山（2021）が紹介した「一人で
リラックスして過ごす余暇」を補足するものである．
発達的特性のある子どもや若者への余暇活動について
は様々な観点から支援が検討される必要があり，合わ
せて参照頂ければ幸いである．
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